
 

項目 連携及び協力する事項 

１ 

農業法人協会会員による農業関係高等学校での講演会等の実施 

○「農業の魅力」や「儲かる農業」等、就農への興味関心を高める 

○６次産業化、販売戦略をはじめ、スマート農業、ＩＣＴ化等、先端農業経

営に関すること 

○ＧＡＰやＨＡＣＣＰ等、安全管理面に関すること 

２ 

農業関係高等学校が生徒向けに実施する研修会等に農業法人協会会員の参加 

○農業関係高校で実施するスマート農業等に係る研修会 

○各地域の農業関係高校で開催されるプロジェクト発表会、課題研究発表会

等への案内及び指導助言 

○農業技術検定の校内受検案内 

３ 

農業関係高等学校に在籍する生徒が、農業法人協会会員の事業所等において

体験学習、視察研修等を実施 

○技術指導をはじめ、農業法人経営の実践を学ぶ長期・短期のインターンシ

ップ及び現場実習 

○６次産業施設の視察や実地体験、販売実践及び講話 

○スマート農業に関する法人施設の視察研修及び講話 

○ＧＡＰやＨＡＣＣＰ認証企業における実地視察及び講話 

４ 

農業関係高等学校に所属する教職員が、農業法人協会会員の事業所等での技

術向上等に関する研修への参加 

○教職員の農業技術や知識向上を目指した長期・短期の研修 

○栽培技術、販売戦略、農業機械の操作やスマート農業に関する先端機器の

知識や技術を学ぶ研修 

○ＧＡＰ指導員を育成する研修 

５ 

教育上の諸課題に対応する情報交換及び研究等への協力 

○学校圃場を利用した農作物の試験栽培や商品開発等の共同研究 

○教職員の農業技術や知識向上を目指した日常的な情報交換 

○学校農場の安全管理面における課題の抽出や助言を受ける現地視察 

６ 
○研修や研究等の内容及び目的に応じて、農業法人協会の各専門部会と農業

関係高等学校の各専門科目等で１～５の項目に連携して取り組む。 

 

項目 連携及び協力する事項の補足事項 

１ 
講演会等の実施においては、各校への講師派遣、オンラインでの講演、農業

法人協会会員の事業所等での現地研修等がある。 

２ 
研修等の内容により、各農業関係高校と農業法人協会の各会員または、農業

法人協会の部会及び委員会、維新会とで連携し合う。 

３ 
教育活動に支障のない範囲で、農業法人協会の各会員が農業関係高校の農場

等を現地視察及び実地研修で活用することもありうる。 

４ 
各地域にある農業関係高校とその地域にある農業法人協会会員とが積極的な

連携を進める。さらに、その輪を県内一円に広める。 

５ 
連携に係る経費等については、内容により当該農業関係高校と当該農業法人

協会会員とで協議する。 

 


